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の解であることを次の手順で証明せよ。まずルジャンドルの微分方程式 
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となることを示し、これに𝑣  = (1 − 𝑧2)−𝑚/2𝑤  を代入すると𝑤は微分方程式 
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③式をｍ回ｚで微分すると、ライプニッツの公式より 
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④式に𝑣  = (1 − 𝑧2)−𝑚/2𝑤  を代入して 
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これらを④式に代入して⑤式が得られる。  

 


